
 

 

名   称  栃木駅前第２地区計画 

位   置  栃木市境町、沼和田町及び河合町の各一部 

面   積 約５．６ｈａ 

区

域

の

整

備

・
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及

び

保

全

の

方

針

 

地区計画の目標 

  

 本地区は、ＪＲ両毛線及び東武日光線栃木駅の主に東側に位置し、土地区

画整理事業によって健全で良好な市街地の形成を図るため、道路、公園、下

水道等の公共施設及び宅地の整備を行っている地区である。 

 このため、地区計画により、適正かつ合理的な土地利用を誘導し、今後も

この良好な市街地環境を保全することを目標とする。 

 

 

その他当該地区の整備・

開発及び保全に関する 

方針 

 

＜土地利用の方針＞ 

栃木駅北口駅前広場を中心とする商業地域は、北側に隣接する栃木駅前地

区と一体的に商業・業務施設の集積を促進し、都市機能の充実と高度利用を

図る。（Ａ地区、Ｂ地区） 

地区の東側の第一種住居地域は、利便性の高い快適な住宅や教育施設の立

地を図る。（Ｃ地区、Ｅ地区） 

 巴波川沿いの工業地域は、周辺の生活環境や教育環境に配慮しつつ工業施

設の立地を図る。（Ｄ地区） 

 

＜地区施設の整備方針＞ 

土地区画整理事業により整備される地区内の道路及び公園について、そ

の機能の維持・保全を図る。 

＜建築物等の整備方針＞ 

ゆとりある都市空間とうるおいのある街並み景観形成のため、地区の特性

に応じ、建築物等に関して次の制限を定める。 

(1) 建築物等の用途 

(2) 建築物の敷地面積の最低限度 

(3) 壁面の位置 

(4) 建築物等の形態又は意匠 

(5)  かき又はさくの構造 
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地区の 
区 分 

地区の 
名 称 

Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区 

地区の 
面 積 

約０．８ｈａ 
(商業地域) 

約０．８ｈａ 
(商業地域) 

約１．２ｈａ 
(第一種住居地域) 

約０．８ｈａ 
(工業地域) 

約２．０ｈａ 
(第一種住居地域) 

建築物等の 
用途の制限 

 
（次の各号に 
掲げる建築物 
は建築しては 
ならない。） 

(1) 住宅（建築基準
法別表第２(い)項
第１号に掲げる
「住宅」をいう。） 

(2) １階を共同住
宅、寄宿舎及び下
宿（同法別表第２
(い)項第３号に掲
げる「共同住宅、
寄宿舎及び下宿」
をいう。)の用に供
するもの。 
(3) 工場（ただし、
令１３０条の６に
定めるものを除
く。） 
(4) 自動車教習所 
(5) 畜舎 
(6) 倉庫（ただし、
主たる建築物に 
附属するものを 
除く。） 

(1) 工場（ただし、
令１３０条の６
に定めるものを
除く。） 

(2) 自動車教習所 
(3) 畜舎 
(4) 倉庫（ただし、
主たる建築物に
附属するものを
除く。） 

(1) 工場（ただし、
令１３０条の６
に定めるものを
除く。） 

(2) 自動車教習所 
(3) 畜舎 
(4) 倉庫（ただし、
主たる建築物に
附属するものを
除く。） 

(1) 自動車教習所 
(2) 畜舎 

(1) 工場（ただし、
令１３０条の６
に定めるものを
除く。） 

(2) 自動車教習所 
(3) 畜舎 
(4) 倉庫（ただし、
主たる建築物に
附属するものを
除く。） 

建築物の敷地 
面積の最低限度 

１００平方メートル 

壁 面 の 
位 置 の 
制   限 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の
面から、都市計画道路の道路境界線（た
だし、隅切部分を除く。）までの距離は、
１メートル以上とする。 
 ただし、建築物又は建築物の部分が
次の各号の一に該当する場合を除く。 
 (1) ２階以上の部分 
(2)  外壁又はこれに代わる柱の中心

線の長さの合計が３メートル以下
であるもの 

(3)  車庫、物置その他これらに類す
る用途に供し、軒の高さが２．３
メートル以下で、かつ、床面積の
合計が５平方メートル以内である
もの 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の
面から、道路境界線（ただし、隅切部
分を除く。）までの距離は、１メートル
以上とする。 
 ただし、建築物又は建築物の部分が
次の各号の一に該当する場合を除く。   
(1)  外壁又はこれに代わる柱の中心          

線の長さの合計が３メートル以下
であるもの 

(2)  車庫、物置その他これらに類す
る用途に供し、軒の高さが２.３
メートル以下で、かつ、床面積の
合計が５平方メートル以内であ
るもの 

 建築物の外壁又
はこれに代わる柱
の面から、道路境
界線（ただし、隅
切部分を除く。）ま
での距離は、３メ
ートル以上とす
る。 
 ただし、車庫そ
の他これらに類す
る用途に供し、軒
の高さが２．３メ
ートル以下である
建築物を除く。 

建築物等の 
形態又は意匠 
の 制 限 

 建築物の外壁及び屋根の色は、刺激的な色彩を避け、周辺の建築物と調和した落ち着きのある
色調のものとする。 
 建築物の屋根の形態は、勾配屋根を基調とする。 
 広告物、看板類は、周囲の景観的調和に配慮したものとする。 

かき又はさく 
の構造の制限 

 道路に面する敷地の部分にかき又はさくを設置する場合は、次の各号の一に掲げるものとする。
ただし、高さが０．９メートル以下の部分を除く。 
 (1) 生垣 
 (2) 高さが１．８メートル以下の透視可能な材料で造られたもの 

 


